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論文内容の要旨

リアルタイム性と高信頼性を追求してきた通信ソフトウェアに対して，サービスの多様化に対する柔軟性，サービ

スの追加・変更に対する即応性ならびにネットワークワイドな運用性の向上に対する要望が高まってきている o これ

らの実現に対しては，通信ソフトウェア技術の抜本的な新しい研究が不可欠であるo 本論文では，通信ソフトウェア

構成技術，プラグイン・アウト構築技術，プラットフォーム構築技術， システム管理およびネットワーク管理の技術

ならびにソフトウェア開発支援技術に関する研究成果をまとめたものであり，全文日以下の 7 章から構成されている。

第 1 章の序論では，近年の通信ソフトウェアへの要求条件を述べており，情報処理技術の分野などで提案されてい

る先端技術でもこれらの要望に応えることが困難であることを紹介し，それに応えるための新しい技術体系の必要性

とその課題を明らかにしている。

第 2 章では通信システムのモデル化と階層化技術の手法について述べるとともに，オブジェクト指向通信ソフトウェ

ア構成技術を提案している。これによりサービスや機能の追加にあたり，オブジェクト単位で着脱を容易に実現でき

ることを明らかにしているo

第 3 章では，そのオブジェクト単位に着脱を可能にするプラグイン・アウト技術を提案しているo この技術により，

従来のようにシステムファイルによる立ち上げをまたずに，サービスや機能の追加ができることを明らかにしており，

今後の通信システム構築における必須機能を提供できることを明らかにしている。

第 4 章では， この様なプラグイン・アウト機能を多種多様な通信システムに適用するための共通プラットフォーム

化技術を提案している。これにより，プラットフォームを利用するユーザ側のシステムデバッグ工数を削減できるこ

と，ならびに，言語レベルの分散 08 技術の実現により，サービスプログラム設計者にシステムの分散化を意識させ

ずに設計が可能になることを明らかにしている o

第 5 章では，上記機能を実現する多様な通信システムとその通信システムからなるネットワークの管理を可能とす

るために， ITU-T で標準化が進められているネットワーク管理・制御技術の適用方法について提案している。これ

により， システムおよびネットワーク管理者によるファイル管理を，プラグイン・アウトなどのファイル管理により

容易に実現できることを明らかにしている。

第 6 章では，第 2 章から第 5 章までに述べた新技術により構成される通信ソフトウェアを開発する際に必要となる

ソフトウェア開発支援技術について提案し，この技術が高信頼通信ソフトウェアの効率的な実現に必須であることを

つ
山



明らかにしている。

最後の第 7 章では，本研究で得られた高信頼通信ソフトウェア構築技術に関する成果を総括し，結論を述べているD

論文審査の結果の要旨

通信サービスの追加・変更に対する即応性をネットワークワイドな運用性の向上を考慮したうえで実現するために

は，抜本的な通信ソフトウェア技術の研究が不可欠となっている o 本研究では，通信ソフトウェア構成技術，プラグ

イン・アウト構築技術，プラットフォーム構築技術， システム・ネットワーク管理技術ならびにソフトウェア開発支

援技術に関する新しい提案をしており， リアルタイム性と高信頼性を追求してきた通信ソフトウェアの開発に大きな

寄与をするもので，得られた主な成果は以下の通りである o

(1)通信ソフトウェアをオブジェクト指向技術を適用し，オブジェクト単位のサービス・機能追加の着脱を容易に実

現できるようにする通信システムのモデ、ル化と階層化技術を明らかにしている。

(2)従来の通信ソフトウェアでは，システムファイルによる立ち上げにより，新サービス・新機能の追加を行ってい

たが， これを既存の通信サービスを提供しつつサービス・機能の追加が可能にできるプラグイン・アウト技術を

明らかにしている o この技術は，今後の通信システム構築における必須機能であることも明らかにしているo

(3) このようなプラグイン・アウト機能を多種多様な通信システムに適用するための共通プラットフォーム構築技術

を明らかにしている。

(4) システムおよびネットワーク管理者によるプラグイン・アウトなどのファイル管理を容易に実現できるようにす

るための通信システムならびにネットワークの管理技術を明らかにしている。

(5)上述の機能をもっ通信ソフトウェアを効率よく開発するための開発支援技術を明らかにしているo

以上のように，本論文は， リアルタイム性と高機能性を追求する通信ソフトウェアを効率よく開発するための新し

い方法論を展開するとともに，それを裏付ける新技術に関する優れた提案をしており，その技術の有効s性については

実際のシステムによって検証されていることも併せて明らかにしており，得られた成果の妥当性，有用性は極めて高

く評価され，通信工学， ソフトウェア工学の発展に寄与するところが極めて大きし」よって，本論文は博士論文とし

て価値あるものと認める。




